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研究成果の概要（和文）： 

本課題はロシア系ディアスポラ社会が、日本の傀儡国家「満洲国」体制下で示したダイナミズ
ムを日常世界のなかの様々なネットワークを分析することで解明することにある。そのため、
生田は社会･文化、藤原は経済、伊賀上は宗教、上田は中国社会との関係に注目し、考察した。
その成果は、国外ではストックホルムの国際中東欧学会、ウラジオストクの日露学術シンポジ
ウム、国内では近現代東北アジア地域史研究会、本科研メンバー主催のシンポジウム（於：大
阪大学）で口頭報告され、さらに研究成果報告書の形で出版された。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The goal of this project is to clarify the dynamic state of Russian Diaspora in the Japanese 
puppet-state of Manchukuo through the analysis of various networks existing in daily life. 
For this purpose Ikuta concentrated on the investigation of social and cultural aspects, 
Fujiwara on the economic ones, while Igaue examined religion and Ueda relations with 
Chinese communities.  The results of this project were presented orally at the panel held 
at the International Council for Central and East European Studies in Stockholm, the 
Japanese-Russian Joint Symposium in Vladivostok, at the meeting of the Association for 
Modern and Contemporary History of Northeast Asia and at the International symposium 
organized by project members in Osaka. Finally, the reports are published in the book 
under the same title as the project.  
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１． 研究開始当初の背景 
ロシア人ディアスポラの研究は、ソ連崩壊後
の政治的規制の緩和によって急速に隆盛し
た。それはソ連時代に敷かれていた「反革命
勢力」情報へのアクセス制限が解かれただけ
でなく、諸共和国の独立による新たな「ディ
アスポラ」の出現や、グローバル化の進展に
よる人口移動の加速化によって、国家と移住
者・亡命者の関係が切実な問題として認識さ
れるようになったためである。このような流
れのなかで、20世紀の複雑な国際関係の影響
下にあった中国東北部（「旧満洲」）ロシア人
についても、政治史のみならず、社会史、文
化史領域の研究が多く登場するようになり、
ハルビンを中心にしてディアスポラ社会の
適応・同化問題や異文化混淆の問題が議論さ
れるようになった。 
申請者もそのような流れの中で 2008 年度平
和中島財団の国際学術研究助成金を受けて、
研究課題「旧満洲白系露人事務局関連文書の
調査―ディアスポラ社会の対権力関係と内
部構造」を遂行した。その調査過程で亡命ロ
シアとソヴィエトロシアが単なる二項対立
の関係ではないことに気づき、境界の流動性
とネットワークの観点からロシア系住民全
体を考察することを着想した。 
 
２．研究の目的 
（1）20 世紀前半に旧満洲に存在したロシア
系ディアスポラ社会が、日本の傀儡国家「満
洲国」体制下で示したダイナミズムを、人々
が日常世界のなかに構築した様々なネット
ワークを分析することで解明する。 
（2）境界の流動性の角度からディアスポラ
社会の内部構造と対権力関係を把握し、権力
に対峙するディアスポラの力とは何であっ
たかを解明する。 
 
３．研究の方法 
（1）従来ロシア系ディアスポラ社会を分断
すると考えられてきた諸要素に注目するこ
とで、逆に各集団間の相互作用や流動性を解
明する。 
（2）ロシア系住民の歴史的動態を事件への
関与だけでなく、着衣や生活様式などの日常
生活に着目することで解明する。 
（3）実地調査と史料・文献研究の両方のア
プローチを用いる。現地調査ではオーラルヒ
ストリーを採集する。 
（4）分析資料として、文献資料だけでなく、
映像や絵画、絵葉書などの視覚メディアを用
いる。 
 
４．研究成果  
（1）研究組織として、「旧満洲ロシア系ディ
アスポラ社会の内部構造と対権力関係：境界
の流動性とネットワーク」プロジェクト研究

会をたちあげ、分担を決めた。すなわち、生
田は社会・文化活動、藤原は経済活動、伊賀
上は宗教活動、バキチは出版活動、アウリレ
ネは政治活動、上田は中国との関係を担当す
ることを決め、学術論文を雑誌『セーヴェル』
へ掲載し、その都度論文の内容をメールで合
議討論した。 

海外での学会報告としては、2010年ストッ

クホルムで行われた第8回国際中東欧研究学

会で「アジアにおけるロシア系移住者の文化

遺産」と題したセッション（座長：生田）を

組織し、世界に発信した。2011年には、ウラ

ジオストクとハバロフスクのロシア科学アカ

デミー極東支部で開催された第27回日露極東

シンポジウムで研究参加者が報告した。研究

参加者の論文一本が中国語に翻訳され、二本

がロシア人と共著の形で刊行された。 

国内での学会報告としては、第21回近現代

東北アジア地域史研究会の「旧満洲ロシア系

ディアスポラ社会の内部構造と対権力関係―

境界の流動性とネットワーク」と題したシン

ポジウムで研究参加者が報告と司会を担当し

た。 

研究実施期間中、毎年シンポジウムを開催

し、研究参加者が成果報告をしたほか、最終

年度には、日本国内および海外からハルビン

ツィ（ハルビン人）を招待して、大阪大学で

国際対話集会を開催した。 

最終年 2012 年 3 月には報告集『旧満洲ロ
シア系ディアスポラ社会の内部構造と対権
力関係：境界の流動性とネットワーク』（299
頁）を刊行した。 
（2）モスクワ、ペテルブルグ、ノヴォシビ
ルスク、サンフランシスコ、バークレー、シ
ドニー、メルボルン、ダンディノンで採集し
た元在満亡命ロシア人のオーラルヒストリ
ーのテープをおこし、文字資料にまとめた
（未刊行）。そのことにより文献資料で想像
する以上に亡命ロシアとソヴィエトロシア
の境界は流動的で、さまざまなネットワーク
が存在していたことを確認できた。 
（3）ハバロフスク地方文書館にある白系露
人事務局の史料を経済活動から分析した結
果、亡命ロシアと対権力との関係および内部
構造は以下のように図式化出来ることを提
示した。 
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さらに、経済活動の分野では、満洲におけ
るロシア人ビジネス撤退の例としてチュー
リン商会の売却過程をとりあげ、公的なビジ
ネスネットワークや私的な人的ネットワー
クに着目し、ロシア人企業から日本人企業へ
の勢力交代がどのように行われたかを解明
した。 

(4）経済活動に関するロシア語史料の分析
により得られた白系露人事務局に関する知
見を日本語史料と照らし合わせた。ハバロフ
スクの文書館で再調査を行い、白系露人事務
局の財政基盤と日本人の関与の有無を確認
した。以上のロシア語史料と日本語史料の照
合調査から、設立の当初から事務局は、日満
当局による白系露人に対する指導・統制を仲
介する側面と白系露人の自治・代表組織とし
ての側面を持つという二面性をはらむ組織
であり、時代によりその優先順位が変化した
ことを明らかにした。 

(5)宗教活動の分野では、1930 年代前半に
古儀式派のベロクリニーツァ派がソ連在住
の同派主教と交わした往復書簡を事例とし
て、亡命社会が本国や他地域に分散した人々
との間に形成したネットワークの特徴を明
らかにした。また、古儀式派のロマノフカ村
を扱った当時の映像、画像、文学作品、随筆、
論文、観光案内などの日本側史料に現れる古
儀式派の表象から満洲国時代の日本人が描
いていた亡命ロシア人像を提示した。 

(6)政治活動の分野では、亡命ロシア人が
満洲、天津、上海、新疆において形成したロ
シア人コロニーをとりあげ、政治・社会・文
化的ネットワークが亡命者の日常生活と文
化的アイデンティティに与える影響を解明
した。 

(7)中国との関係では、当局によるハルビ
ン市の市政回収をとりあげ、ロシアとのネッ
トワークをもつ有力者のリーダーシップの
もとで市政回収を行うことで、ハルビンは自
治権回収後も国際都市としての特徴を維持
し、社会的・経済的安定を図ろうとしたこと
を明らかにした。 

(8)社会・文化活動の領域では、ポスター
や伝単、絵葉書の分析により満洲国内の諸民
族における亡命ロシア人の位置、とりわけ主
要五族の境界を行き来していた不安定で周
縁的な位置を明らかにすることができた。ま
た、満洲における亡命ロシアとソヴィエトロ
シアの着衣や日常の生活様式を分析するこ
とで、どのような相互関係のもと、ロシア人
としての一体性を保ち、ハルビンツィ（ハル
ビン人）としての新しい在外ロシアアイデン
ティティを持つに至ったのかを明らかにし
た。 
さらに、ハルビンで発行されていたロシア

語の定期刊行物を分析し、亡命ロシア系出版
物とソヴィエトロシア系出版物との対立と

共存、交流の実態に着目することで、満州の
ロシア系ディアスポラの特徴を明らかにし
た。 
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